
安全帯 墜落制止用器具

① 胴ベルト型（一本つり） 〇 胴ベルト型（一本つり）

② 胴ベルト型（Ｕ字つり） Ｘ Ｘ
③ ハーネス型（①一本つり） 〇 ハーネス型（①一本つり）

この情報についてのお問合せは、 
お気軽に、本社 （０７５）６６１－２１７１ まで 

丸福産業は生産性向上・コストダウン・環境

対策をご提案する「ＫＥＳ」取得商社です 

「働き方改革」が叫ばれて身近な所でも有給休暇の取得等の規制が強化 

されます。今回は労働安全衛生法施行令の改正で「安全帯」という呼び名 

が「墜落制止用器具」に変わるという情報をお伝えします。同時に、従来、 

使えていた胴ベルト型（Ｕ字つり）」という形式が「墜落制止用器具」として 

認められなくなります。安全・安心は共通の願いですが、知らずにいる事 

でお咎めを受けないようにしたいですね。                出野 

「知恵の経営報告書２０１２」実践モデル企業 
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｢変革の４月｣いろんな物が変わります。 

品えるにーにゅ 

「墜落制止用器具」に関するご相談はお気軽に下記まで 

１．「安全帯」の名称が「墜落制止用器具」に変わり､認められる器具 

２．墜落制止用器具は「フルハーネス型」を使用する事が原則になります。 

３．作業内容によっては「安全衛生特別教育」が必要 
事業者は「高さ２メートル以上の箇所であって作業床を設けることが困難なところにおいて、墜落制止用器具のうち 
フルハーネス型のものを用いて行う作業に係る業務」に労働者を就かせるときには、学科および実技による 
特別教育を所定の時間行わねばなりません。（安衛則第３６条、特別教育規定第２４条） 

胴ベルト型（一本つり） 胴ベルト型（Ｕ字つり） フルハーネス型 
 （一本つり） 

使用可能な最大重量に 
耐える器具を選定 

墜落制止用器具は 
着用者の体重および 
その装備品の重量の 
合計に耐える器具で 
なければなりません。 
（８５ＫＧ用または１００ＫＧ用。 
 特注品を除く。） 

②には墜落を制止 
する機能がないこ 
とから、改正後は 
①と③のみが 
「墜落制止用器具」 
として認められる 
ことになります。 

フルハーネス型の着用者が墜落時に 
地面に到達する恐れがある場合 
（高さが６.７５ｍ以下）は「胴ベルト型 
     （一本つり）」を使用できます。 
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